
 

 

 

 

 

 

 

 平成７（1995）年１月 17 日未明に発生した阪神・淡路大震災から 26 年がたちました。本校の教務主

任である髙野 聖司（たかの せいじ）先生は、地震の発生後にボランティアに参加しまし 

た。今回の天王丘では、髙野先生にそのときの経験と今の思いをつづってもらいました。 
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観音寺市立柞田小学校 

発 行 Ⅺ
― 阪神・淡路大震災から 26 年 ―

２０００年に公開された映画「ペイ・フォワード」を見て、この思いがさらに強くなりま
した。  ペイ･フォワードとは、日本語では｢恩送り｣と訳されます。 
― 人から受けた厚意（親切）を、その相手に返すのではなく、『次へ渡す』こと。― 

人は他人から厚意を受けた場合、その相手にお返しをしようとしますが、そうすると、その厚意は当事
者間のみで完結して終わってしまいます。しかし、この“厚意”を受けた相手に返すのではなくて、次の人
に別な形で『渡して』みたらどうなるか？それを、１人の人が別の新たな３人に『渡して』いったとした
ら・・・という内容の映画です。自分にできることは僅（わず）かなことかもしれないが、それが周りの
人々を癒し、さらに広がっていくことで世界が少しずつ変わっていくとなると、とても意味のある大切な
ことだと考えさせられます。 

３学期が始まり、子どもたちは寒さに負けず元気に過ごしていますが、県の新型コロナウイルスの警戒レ

ベルが感染拡大防止対策期に引き上げられました。そこで、学校では国のガイドラインに沿って、感染拡大

防止の観点から、児童本人のみならず、同居の家族に風邪症状が見られ、児童の出席を見合わせる場合は、
欠席とせず「出席停止」で対応することにしたのでお知らせします。 

保護者の皆様におかれましては、児童の登校について毎朝の健康観察などにご協力いただいているところ

ですが、同居のご家族の状況も判断の対象にしていただきますようお願いします。 

大切なお知らせ 


